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〇 前期 △ 後期
学科

科目 講師

学年 ２年

授業の方法

単位数
＜ 講義目的と主な内容（ハンドブック記載）＞

＜到達目標レベル（何を、どのレベルに）＞ <講義概要と具体的な進め方（どんな進め方）>
何を どのレベルに

＜レッスンプラン（時限ごとの項目スケジュール概要）＞
使用資料その他
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講義
講義時限数 23
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 世界遺産検定２級 以上の取得を目指す（受験必須）

世界遺産テキスト３００

世界遺産テキスト３００

世界遺産テキスト３００

単位認定、勉強法、復習テストについて。世界遺産概要。世界遺産の基礎知識①

世界遺産の基礎知識②

日本の世界遺産①（平泉～富士山）

日本の世界遺産⑥（屋久島～縄文時代の遺跡群）

最初の世界遺産、文化的景観、シリアルノミネーション①

シリアルノミネーション②、文化の多様性、歴史地区と旧市街①

世界遺産テキスト３００

世界遺産テキスト３００

世界遺産テキスト３００

日本の世界遺産②（白川郷～法隆寺）

日本の世界遺産③（紀伊山地～厳島神社）

日本の世界遺産⑤（宗像・沖ノ島～小笠原諸島）

世界遺産テキスト３００
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２０２３年度　シラバス＆レッスンプラン

世界遺産検定対策講座 柴崎　浩

授業を通じて取得を目指す

世界文化アカデミーのテキストを利用して、検定対策を
中心に授業を行う。世界遺産の基礎知識、日本の世界

遺産、世界の世界遺産３００箇所をテキストに沿って画像
を見ながら講義を行う。また、授業の最初に前回の授業
の復習テストを実施し、学習の継続を図る。適宜、該当
部分の世界遺産のDVD（講師編集）を視聴し、視覚的に
も残るように工夫をして授業効果を高める。単に資格取
得のみならず観光業に必要な海外観光地の知識やその

周辺知識を得ることも念頭にして授業を行う。

世界遺産検定２級及
び１級を

世界遺産テキスト３００

世界遺産テキスト３００

世界遺産テキスト３００

世界遺産テキスト３００

世界遺産テキスト３００

世界遺産テキスト３００

世界遺産テキスト３００

近現代建築②、十字軍と騎士団、大航海時代とキリスト教、商業・交易・貿易①

国際観光ビジネス科

授 業 概 要

世界遺産テキスト３００

歴史地区と旧市街②、都市計画、キリスト教①

キリスト教②、イスラム教、仏教①

仏教②、世界の宗教、古代ギリシャとヘレニズム

ローマ帝国、先史時代、古代文明①

古代文明②、アメリカ大陸の文明、東南アジアと南アジア、近現代建築

前期期末試験



２頁
⑰
　
⑱
　
⑲
　
⑳
　
㉑
　
㉒

㉓
　
㉔
　
㉕
　
㉖
　
㉗
　
㉘
　
㉙

㉚
　
㉛
　
㉜
　
㉝
　
㉞
　
㉟
　
㊱
　
㊲
　
㊳
　
㊴
　
㊵
　
㊶
　
㊷
　
㊸
　
㊹
　
㊺

　

評価 ◎ ◎
〇 方法 〇 その他

（ ）

教員紹介
JTBの海外専門支店において長年、営業、企画、添乗業務を担当する。その知識と経験を生かして、授業にお
いてはテキスト以外の周辺知識や画像、DVDの映像を通して多角的に学習できるように工夫している。

世界遺産テキスト３００

世界遺産テキスト３００固有の生態系、海洋生態系、絶滅危惧種、世界遺産の問題点

後期期末試験

世界遺産テキスト３００

商業・交易・貿易②、混ざり合う文化、近代国家

産業遺産、未来への教訓

世界遺産テキスト３００

世界遺産テキスト３００

地球の歴史、カルスト地形、氷河地形、湖・湿地帯、森林・熱帯雨林

検定対策模擬テスト

草原、火山、化石出土地帯

小テスト レポート
と評価 講義時限内 実技試験 受講態度 作品
試験 試験期間中 筆記試験


